




テ
レ
ビ
時
代
を
駆
け
抜
け
た
生
涯

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た
の

は
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
２
月
１
日
。

1
日
４
時
間
放
送
、
契
約
は
わ
ず
か

８
６
６
台
で
し
た
。
同
年
８
月
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ

が
関
東
一
円
に
街
頭
テ
レ
ビ
を
設
置
し
放

送
開
始
す
る
と
た
ち
ま
ち
大
人
気
に
。

そ
の
後
、
力
道
山
の
プ
ロ
レ
ス
中
継
で
テ

レ
ビ
人
気
は
爆
発
し
ま
す
。
戦
後
復
興

か
ら
豊
か
な
暮
ら
し
へ
、
テ
レ
ビ
が
時
代

の
花
形
に
な
る
黎れ
い
め
い明
期
で
し
た
。

　

当
時
、
橋
田
さ
ん
は
松
竹
脚
本
部
に

所
属
、
男
性
優
位
の
映
画
界
よ
り
、
テ

レ
ビ
と
い
う
新
し
い
世
界
に
女
性
が
活
躍

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
こ

れ
か
ら
は
テ
レ
ビ
の
時
代
だ
と
、
社
会
の

動
き
を
鋭
く
見
通
し
て
い
た
の
で
す
。

１
９
５
９
年
松
竹
を
退
社
。
35
歳
の
無

名
脚
本
家
は
、
自
作
の
脚
本
に
赤
い
リ
ボ

ン
を
つ
け
て
せ
っ
せ
と
テ
レ
ビ
局
回
り
を
す

る
。
実
績
を
重
ね
る
中
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
番

組
企
画
会
議
で
岩
崎
嘉
一
氏
と
出
会
う
。

66
年
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
石
井
ふ
く
子

さ
ん
の
仲
人
で
結
婚
。
橋
田
さ
ん
41
歳
、

岩
崎
氏
36
歳
。
主
婦
業
第
一
、「
俺
の
前

で
原
稿
用
紙
は
広
げ
る
な
」
と
い
う
嘉
一

さ
ん
の
言
葉
を
橋
田
さ
ん
は
死
別
す
る
ま

で
守
る
。

　

橋
田
さ
ん
の
描
く
人
間
像
に
は
、
苦

闘
し
な
が
ら
生
き
て
き
た
日
本
の
女
性

の
視
点
が
一
貫
し
て
あ
り
ま
す
。
同
世

代
の
作
家
・
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
は
、
数

年
前
の
対
談
の
思
い
出
と
し
て
「
死
ぬ
ま

で
戦
争
反
対
だ
と
言
っ
た
時
は
、
握
手

を
需も
と

め
ら
れ
た
」
と
エッ
セ
イ
で
語
っ
て
い

ま
す
。（
4
月
8
日
「
残
さ
れ
た
日
々
」
朝
日
新
聞
）

　

橋
田
さ
ん
は
、
青
春
時
代
に
体
験
し

た
苦
し
み
を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
お
し
ん
』

　

終
戦
を
迎
え
た
の
は
20
歳
の
時
。
食

べ
る
も
の
も
な
い
戦
後
の
混
乱
期
、
い
と

こ
と
共
に
食
糧
を
求
め
て
山
形
に
向
か

い
ま
す
。
切
符
を
買
う
た
め
に
上
野
駅

で
２
日
間
の
行
列
、
貨
車
に
乗
っ
て
山
形

か
ら
左あ
て
ら
ざ
わ沢に
た
ど
り
着
き
、
遠
戚
の
材

木
問
屋
に
寄
宿
。
世
話
を
し
て
く
れ
る

本
音
を
語
る
新
し
い
家
族
ド
ラ
マ
に

幅
広
い
世
代
の
共
感
が
あ
っ
た
。

ぶ
れ
な
い
女
性
の
視
点
で

人
間
を
描
き
続
け
た
希
代
の
脚
本
家
。

お
ば
さ
ん
の
話
に
毎
夜
耳
を
傾
け
ま
す
。

貧
し
い
小
作
人
が
米
一俵
と
引
き
換
え
に

子
供
を
奉
公
に
出
す
、
若
い
橋
田
さ
の

胸
を
突
く
話
は
、
そ
の
地
で
ご
く
普
通

に
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
体
験
か
ら
35
年
以
上
が
過
ぎ
、

日
本
が
高
度
成
長
を
経
て
豊
か
さ
を
手

に
入
れ
始
め
た
時
代
に
『
お
し
ん
』
は

執
筆
さ
れ
ま
す
。「
昔
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
」、
橋
田
さ
ん
に
は
強
い
使
命
感
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
大
河
ド
ラ
マ
で
す

で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
実
績
の
あ
っ
た
橋
田
さ
ん

は
、自
ら
の
構
想
を
持
ち
か
け『
お
し
ん
』

が
誕
生
し
ま
す
。

１
９
８
３
年
（
昭
和
58
）１
月
、
最
上
川

は
身
を
切
る
冷
た
さ
。
藤
づ
る
で
組
ま
れ

た
筏
が
復
元
さ
れ
、
筏
流
し
船
頭
役
は

地
元
の
人
。
お
し
ん
役
は
応
募
者
５
０
０

人
か
ら
選
ば
れ
た
当
時
10
歳
の
小
林
綾

子
さ
ん
。
迫
真
の
演
技
に
、
撮
影
が
終

わ
る
と
期
せ
ず
し
て
ス
タ
ッ
フ
や
見
物
人

か
ら
拍
手
が
起
こ
り
、
誰
も
が
涙
で
顔
を

ぬ
ら
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
あ
の
名
場
面

が
で
き
た
。『
お
し
ん
』
の
最
高
視
聴
率

は
テ
レ
ビ
史
上
空
前
の
69
・
２
％
。
お
し

ん
像
が
で
き
、
観
光
バ
ス
が
大
挙
し
て
酒

田
市
を
訪
れ
、
お
し
ん
の
話
題
が
政
財

界
に
ま
で
及
ぶ
。
日
本
中
に
「
お
し
ん
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
社
会
現
象
が
起
こ

る
。
さ
ら
に
海
外
60
か
国
以
上
で
放
送

さ
れ
、「
お
し
ん
」
は
国
際
語
と
な
っ
て

世
界
を
駆
け
巡
っ
た
。

　
「
お
し
ん
」
の
「
し
ん
」
は
辛
抱
の
し

ん
。
真
実
の
し
ん
。
真
剣
の
し
ん
。
身

体
の
芯
の
し
ん
。

　

橋
田
さ
ん
は
、
お
し
ん
の
生
涯
を
昭

和
天
皇
と
同
じ
年
齢
に
設
定
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
人
々
が
体
験
し
た
、
貧
し

さ
と
の
闘
い
、
戦
争
と
敗
戦
、
復
興
と

発
展
と
い
う
激
動
の
同
時
代
史
で
す
。

　
一人
の
女
性
を
主
人
公
に
、
努
力
と
忍

耐
の
価
値
を
伝
え
、
主
義
主
張
を
抜
き

に
人
生
の
意
義
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
さ
れ
た
作

品
で
し
た
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
『
渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
』

　

１
９
９
０
年
（
平
成
２
）
10
月
11
日
、

石
井
ふ
く
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
『
橋
田
壽
賀

子
ド
ラ
マ 

渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
』
が

放
映
さ
れ
ま
す
。
バ
ブ
ル
崩
壊
で
経
済

は
混
乱
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
の
統

一ド
イ
ツ
誕
生
な
ど
、
世
の
中
は
大
き
な

変
化
の
波
に
襲
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
渡
鬼
』
は
出
演
俳
優
の
多
い
家
族
ド

ラ
マ
で
す
。
世
代
や
価
値
観
が
異
な
る

様
々
な
人
物
が
登
場
し
、
多
様
な
価
値

観
を
認
め
合
い
、
ぶ
つ
け
合
う
、
個
性

を
主
張
す
る
新
し
い
時
代
の
家
族
ド
ラ
マ

で
し
た
。
結
婚
、
子
育
て
、
親
の
介
護
、

嫁
と
姑
、
相
続
な
ど
、
ど
こ
の
家
に
も

あ
る
人
間
の
葛
藤
や
社
会
問
題
を
映
し

な
が
ら
、
家
庭
と
い
う
舞
台
で
人
間
を

問
う
ド
ラ
マ
で
し
た
。

　

登
場
人
物
の
セ
リ
フ
に
、
視
聴
者

は
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
「
そ
う
そ
う
」

「
そ
う
い
う
の
あ
る
よ
ね
」
と
共
感
し
、

「
ち
ょっ
と
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
反
発

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
橋
田
さ
ん
は
、

日
本
人
が
い
ま
何
に
悩
ん
で
い
る
か
を
と

ら
え
、
人
々
の
惑
い
の
多
い
人
生
を
描
き

ま
し
た
。

　

長
セ
リ
フ
に
つ
い
て
、橋
田
さ
ん
は
「
主

婦
が
家
事
を
し
な
が
ら
、
セ
リ
フ
だ
け

聞
い
て
も
筋
が
わ
か
る
よ
う
に
」
と
い

う
意
味
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
ど
こ
に

で
も
い
る
人
々
の
本
音
を
セ
リ
フ
に
込
め

た
。
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
た
『
渡
鬼
』
は
、

２
０
１
9
年
（
令
和
元
）
９
月
の
最
終

回
で
全
10
シ
リ
ー
ズ
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
含

め
通
算
5
0
0
回
以
上
の
放
送
。

連続テレビ小説「おしん」  写真提供：ＮＨＫ

原稿は美しいペン字と言われている。（2010 年、熱海自宅。写真提供：毎日新聞社）

（
脚
脚
本
家
・
劇
作
家
）

　
　
　

橋
田
壽
賀
子
さ
ん

 

追
悼

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
数
々
の
名
作
を
世
に
送
り
、

作
品
は
「
橋
田
ド
ラ
マ
」
と
呼
ば
れ
た
特
別
の
存
在
。

去
る
4
月
4
日
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
生
涯
を

静
か
に
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
95
。
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現
代
で
大
切
な
こ
と
は
、
親
も
子
も

自
立
し
て
、自
分
だ
け
を
犠
牲
に
せ
ず
、

自
分
の
幸
せ
は
自
分
で
考
え
、
そ
し

て
他
人
と
心
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
だ
、

と
橋
田
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
視

聴
者
は
、
セ
リ
フ
の
中
に
、
改
め
て
自

分
と
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
感
じ
取
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

衰
え
な
い
創
作
意
欲
と

穏
や
か
な
晩
年

　

橋
田
さ
ん
は
74
年
、
熱
海
の
高
台
に

家
を
建
て
都
心
か
ら
移
住
。『
お
し
ん
』

『
渡
鬼
』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く

の
作
品
が
網
代
湾
を
一
望
す
る
こ
の
住

ま
い
か
ら
生
ま
れ
た
。
ご
主
人
と
死
別

後
は
愛
犬
の
さ
く
ら
と
の
暮
ら
し
。
創

作
意
欲
は
衰
え
ず
、
熱
海
の
自
然
環

境
を
楽
し
む
日
々
だ
っ
た
。

　

晩
年
の
楽
し
み
は
海
外
ク
ル
ー
ズ
旅

行
で
、
時
間
が
で
き
る
と
世
界
を
旅
し

て
い
ま
し
た
。
橋
田
さ
ん
を
マ
マ
と
呼

ぶ
俳
優
の
泉
ピ
ン
子
さ
ん
が
、
よ
く
旅

を
一緒
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
２
月
、
都
内
病
院
に
入
院
、
３

月
熱
海
に
転
院
、
４
月
３
日
自
宅
に
帰

る
。
４
月
４
日
、
午
前
9
時
過
ぎ
永

眠
。
ご
親
族
は
な
く
泉
ピ
ン
子
さ
ん
が

お
手
伝
い
さ
ん
ら
と
共
に
看
取
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ン
子
さ
ん
は
遺

書
に
従
い
、
数
日
後
お
手
伝
い
さ
ん
ら

と
共
に
サ
ロ
ン
バ
ス
で
熱
海
を
出
発
し
、

橋
田
家
の
両
親
が
眠
る
愛
媛
県
今
治
の

お
墓
に
納
骨
を
済
ま
せ
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
構
成　

き
ず
な
だ
よ
り
編
集
室
）

特
筆
す
べ
き一
時
代
を
築
い
た
ご
業
績
に

深
甚
な
る
敬
意
を
払
い
、

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

橋田壽賀子さんの人生譜
1925 年（大正 14）5 月10日、京城（現在の韓国・ソウ
ル特別市）に生まれる。

東京・戸越の伯母元で尋常小学校時代を送る。
1937 年（昭和 12）、大阪府立堺高等女學校入学。42 年、
日本女子大学文学部国文科入学、上京。45 年、大学閉鎖
で大阪海軍経理部に勤務、終戦を迎える。再び東京へ。こ
の間、食糧を求め山形県左沢の親戚に。その地で聞いた胸を
突く多くの話が、後の『おしん』の創作モチーフとなる。46 年、
日本女子大学卒業、早稲田大学文学部入学。

1949　昭和 24年…松竹入社、脚本部に勤務。
早稲田大学を中退。

1959　　　34 年…松竹退社、脚本家として独立。
　　　脚本をテレビ局に持ち込む。

1964　　　39 年…TBS 東芝日曜劇場『愛と死を見
つめて』により脚本家としての
名を高める。

1966　　　41年 …石井ふく子さんの仲人で、TBS
岩崎嘉一氏と結婚。

1981　　　56 年…NHK 大河ドラマ『おんな太閤記』
1983　　　58 年…NHK 連続テレビ小説『おしん』。

全国的な大反響。後に世界
60か国で放送。

1989　　平成元年…NHK 大河ドラマ『春日局』。
9月、夫・岩崎氏と死別

1990　　　　２年…TBS『渡る世間は鬼ばかり』シリー
ズ始まる。2010 年の最終シリー
ズまで国民的ドラマとして人気を
博す。

１992　　　　４年…橋田文化財団設立。理事長に
就任、橋田賞を創設。

2021年（令和 3）4月4日、静岡県熱海市の自宅で
死去。享年 95。

【受章・受勲】
NHK 放送文化賞（1979）、菊池寛賞（1984）、紫綬褒章

（1988）、東京都文化賞（1989）など。
勲三等瑞宝章（2004）、文化勲章（2020）

【作品とタレント活動】
NHK連続テレビ小説『おしん』、1年間放送・全31作。TBS『渡
る世間は鬼ばかり』は約 30 年間 10シリーズ。スペシャルを
含め 500 回以上放送。NHK 大河ドラマ、TBSをはじめテレ
ビドラマの作品は数えきれないほど。原作・映画・舞台脚本、
著書多数。1998 年から約 2 年間、タモリの『笑っていいとも』

（フジテレビ）にレギュラー出演。

［掲載写真2点］毎日新聞社提供
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20名様

会員
プレゼント

幼少時代、戦中戦後の青春期、脚本家として成功するまでの苦心、作品の裏話。
41歳での結婚、夫との死別のこと。巻末には昔の結婚挨拶状も。
日経新聞「私の履歴者」で連載された脚本家の山あり谷あり人生が一冊に！
●書名／『人生ムダなことはひとつもなかった』（2019、大和書房）を20 名
様にプレゼントします。官製はがきに人生ムダなことはひとつもなかった』（希望。
住所・氏名・電話番号、ご加入の互助会名と会員番号を明記の上、下記住所
へお送りください。希望者多数の場合、抽選とさせていただきます。なお発表は、
発送をもって代えさせていただきます。
●応募先　〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2-39-4
　　　　　株式会社千代田　きずなだより編集室
●締切り　2021年8月27日（金）





10

南
北
３
３
４
・５
㍍
、
赤
レ
ン
ガ
３
階
建
て

の
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
は
、
国
指
定
の
重

要
文
化
財
。
設
計
は
近
代
建
築
の
父
と
言

わ
れ
る
辰
野
金
吾
で
、
竣
工
は
大
正
３
年

２
月
、
東
京
駅
と
し
て
の
開
業
は
同
年
12

月
で
し
た
。
化
粧
壁
面
の
デ
ザ
イ
ン
、
特

徴
あ
る
塔
屋
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
を

混
合
し
た
辰
野
式
と
称
さ
れ
る
建
築
美
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
関
東
大
震
災
を
耐

え
抜
き
、
戦
災
で
ド
ー
ム
屋
根
や
内
装
が

焼
失
、
戦
後
の
復
旧
を
経
て
、
創
建
時
の

姿
に
保
存
・
復
原
す
る
工
事
が
平
成
24
年

に
完
了
し
ま
し
た
。◆
南
ド
ー
ム
の
内
側
を

見
上
げ
る
と
、
八
角
コ
ー
ナ
ー
に
八
羽
の

飛
翔
す
る
鷲
、
ク
レ
マ
チ
ス
、
剣
、
そ
し

て
十
二
支
の
う
ち
８
支
の
装
飾
レ
リ
ー
フ
が

復
原
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
支
は
設
計
者
ゆ

か
り
の
佐
賀
県
武
雄
温
泉
に
。◆
中
央
部

は
皇
室
専
用
玄
関
。
各
国
の
新
任
大
使
が

天
皇
陛
下
へ
の
信
任
状
奉
呈
で
、
こ
こ
か

ら
伝
統
あ
る
儀
装
馬
車
で
皇
居
宮
殿
に
向

か
い
ま
す
。◆
西
側
の
新
丸
ビ
ル
５
階
テ
ラ

ス
か
ら
駅
舎
の
パ
ノ
ラ
マ
が
眺
望
で
き
、
界

隈
の
見
ど
こ
ろ
も
多
彩
で
、
充
実
し
た
丸

の
内
散
策
が
愉
し
め
ま
す
。








